　アミカス不当労働行為事件に関する県労委命令についての声明

県労働委員会は、私達アミカス嘱託職員ユニオン（以下、「アミカスユニオン」）が、昨年３月９日に申立てた福岡市当局の不当労働行為に関する救済命令請求に対して、昨年末の12月28日付けで、不当にも申立てを全面的に棄却する命令を行った。
これに対して私達アミカスユニオンは、数回に渉る組合員の意向確認聴取や組合員会議、そして代理人である市川法律事務所や補佐人である自治労福岡県本部役職員等との相談及び協議を経て、１月16日に「この命令は申立人の主張と証拠を全面的に斥けた不当命令であり、是認することはできないことから、中央労働委員会に再審査を申立てる」ことを最終確認し、１月18日に中央労働委員会へ再審査申立書を提出した。
私達は、この県労働委員会の命令は、私達の主張には全く耳を傾けず、また私達が提出した証拠にも目をつむったままで、ただ被申立人の福岡市当局の主張と証拠のみを採用し、重視した不当なものであると判断した。特に私達の「組合に対する嫌悪感に基づく特別選考不合格が組合・組合員に対する不利益取り扱いに当たる」「団交前の公募の強行や12月25日の団交及びそれ以降、１月19日、１月26日の団交は不誠実団交に当たる」とする主張に対して、被申立人側の主張と証拠のみを取り上げ、「組合と組合員に対する不利益取扱」（労組法７条１号）に該当しない、また不誠実団交（労組法７条２号）にも該当しないとして、一方的に私達の主張と証拠を全面的に斥けたことは極めて不当であり、到底是認できるものではない。
私達アミカスユニオンは、これまで私達の更新回数制限（雇用年限）撤廃－雇用継続の闘いと県労働委員会に対する不当労働行為救済請求の取り組みに関して、様々な形でご支援を頂いた自治労福岡県本部の仲間をはじめとする全国の働く仲間や諸団体の皆さんに対して、この中央労働委員会への再審査申立ての取り組みに関してもご協力、ご支援のお願いを発信する。

このアミカス不当労働行為救済事案は、直接的には福岡市当局の不当労働行為の有無を争うものである。しかし、そもそもこの問題の発端と背景には雇用の継続を阻む不当な更新回数制限（雇用年限）制度が存在することにあり、更新回数制限（雇用年限）制度の撤廃－雇用継続に向け、引き続き、チャレンジしていくとともに、任期の定めのない短時間勤務職員制度の実現や均等待遇の実現・パート労働法の適用等を大きな目標として、闘い続けることを改めて内外に宣言する。
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